


乳幼児期に発達遅延と診断される児の中には、二次ニューロン以下の神経・筋疾患、将来

的に精神発達遅滞・脳性麻痺になるもの、更には年令が長ずると共に正常発達レベルに追

いつくものなど多くの疾患・症候群が含まれている。発達遅延の診断が早期になされれば

なされる程この傾向は強くならざる得ない。 


